
①短周期PDCAの取組では、計画段階の目標設定・効果測定の高度化に向けて、スマートデータの分析による目標設定の要点抽出、目標項
目・目標値の設定およびそれらの関係性整理を行い、目標設定～モニタリングの短期活用を試行した。
②土地利用促進の取組では、都市開発の計画・設計・施工の各段階の合意形成等にかかる作業の効率化・高度化に向けて、都市の3Dモデ
ル構築・人流データ等と組み合わせた都市シミュレーションを行い、複数場面での活用試行を行った。

都市再生の全工程支援型スマートシティ構築事業 （岡崎スマートコミュニティ推進協議会）

実証実験の内容

今後の予定

■実証実験の概要・目的

■都市課題 ■解決方策 ■ＫＰＩ

実証実験で得られた成果・知見
①短周期PDCA：目標設定したスマー
トデータが施策に対して明確な感度を示
すことが確認され、まちづくり主体とともに
PDCAを短周期で回す見通しがついた。

エリアの稼ぐ力の向上

土地利用の促進 人流の増加

公共投資をきっかけに、「人流の増加」と「土地利用の促進」が相互に図られ、
エリア内でのそれらの活発な活動が、「エリアの稼ぐ力の向上」につながる。
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モニタリングダッシュボード
の構築

市編成予算に活用、
中区画での目標設定①短周期PDCA

土地利用主体へのデー
タおよびサービス提供

データインフラの整備
各種ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの連携②土地利用促進

（①②の取組ごとに下記KPIを設定）
・活用検証件数 各2以上
・今後の活用希望割合 75%以上
・活用案の創出件数 各2件

スマートデータの活用
①短周期でモニタリングが可能なスマートデータを活
用したまちづくりの目標設定・管理
②都市開発の現場において、3Dデータや人流等の
取得データを活用できる環境を整備

都市経営の高度化
計画段階での目標設定・効果測定の高度化の可能性
設計段階でのデータ活用が限定的かつ非効率的

②土地利用促進：社会実験ではできない複数ケースの空間活用検討とい
った、これまでにやりたくてもできなかった取組に対するニーズが発掘された。デ
ータだけではなく、分析や提案に係るサービス提供へのニーズが確認された。


